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「聖書の基本単位ー各書、各部分の学び」

intro:このstoryが人格を作る

1.父なる神との関係において

テキストp50「聖書箇所を調べ、当時の読者に著者は何を伝えたかったのかを注意深く特定す
るという作業を行った上で、初めてなされるのが、私たちの生活にとってどのような意味があ
るかを見つけ出す作業です」

2.ピリピ人への手紙について知る

キリスト・イエスのしもべであるパウロとテモテから、ピリピにいるキリスト・イエスにあ
るすべての聖徒たち、また監督と執事たちへ。 1:1

また兄弟たちの大多数は、私が投獄されたことにより、主にあって確信を与えられ、恐れる
ことなく、ますます大胆に神のことばを語るようになりました。 1:14

3.ピリピ教会を通して受け取ること

１）キリストの福音にふさわしく生活する

２）問題に向き合っている

３）心を一つに宣教

それは、イエスの御名によって、天にあるもの、地にあるもの、地の下にあるもののすべて
が、ひざをかがめ、すべての口が、「イエス・キリストは主である」と告白して、父なる神
がほめたたえられるためです。 2:10-11

分かち合いのための質問
1.自分の必要／関心からみことばに聞こうとすることはなぜ良くないのでしょうか？
2.あなたと父なる神との関係を1分で分かち合ってください。その関係はどのように変わるべき
でしょうか？
3.ピリピ教会を通して受け取ることから、聖霊様はあなたに何を語られましたか？


